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Ⅶ お わ り に
音楽にはその国の特質がある，とイギリス音楽復興を担ったパリーやヴォーン・ウィリアム
ズは述べているが，言い換えると音楽にはその国の歴史や文化の背景と共に良識があるという
ことである。音楽教育は常に一人一人の体験や人間性に働きかけているといえる。音楽が心の
琴線に触れることは，同時に良識に対して心が反応していることで，教師はこの点に音楽の多
様性や教科の重要性を感じるべきだろう。自分とは異なる国の風土や，歴史，文化，価値観を
さまざまな音楽活動によって追体験する上で，音楽の感覚的な美しさや，知的な理解に留まる
ことなく，学びの中で共有することが理想ではないだろうか。作品の中に潜む人間の心，情操
を探ることは容易ではない。作品自体，また時代背景など多くの理解が必要である。今後も作
品研究を通し日本における伝統音楽の理解と共に，多様な民族音楽や異文化理解の検討を行い
たい。
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注1）初等科音楽教育研究会編『最新初等科音楽教育法（改訂版）小学校教員養成課程用』音楽
之友社，2011年，pp.118-120.
2）1904年創立。英国初の自主運営，独立採算の楽団。1906年には英国の楽団として初めて海
外公演を行った。
3）ヴォーン・ウィリアムズ，R.『民族音楽論』塚谷晃弘（訳）雄山閣，1934年，p.50.
4）ヴィクトリア女王の夫，オルガン演奏や作曲などの楽才があった。
5）イギリスの音楽学者，評論家。グローヴ音楽事典初版を編纂した。
6）サムソン，J.編『Man&Music世紀末とナショナリズム』三宅幸夫（監訳）音楽之友社，
1997年，pp.72-100.
7）1858年に建設され，2000人を収容できる当時ロンドン屈指のコンサートホールであった。
8）1851年ロンドンでの第1回万国博覧会において開催され，1859年の第2回以後，2年おき
に70年間開催され続けた。
9）VaughanWiliams,U.R.V.W.:ABiographyofRalphVaughanWiliams.p.62.
10）イギリスの作曲家，音楽史研究家。彼のW.ブレイクの詩による合唱曲《エルサレム》は
英国では特別な作品とされている。
11）VaughanWiliams,U.R.V.W.:ABiographyofRalphVaughanWiliams.p.31.
12）1898年ロンドンに設立され，ヴォーン・ウィリアムズもそのメンバーであった。
13），14）Dibble,J.・ParryandVaughanWiliams:ideas,impressionsandinfluences.・
JournaloftheRVW SocietyNo.9.（June1997）:4-5.
15）Heffer,S.VaughanWiliams.p.23．
16），17）Manning,D.VaughanWiliamsonMusic.p.188.
18）Payne,E.・VaughanWiliamsandfolk-song.・JournaloftheRVW SocietyNo.13.
（October1998）:5.
19）1861年初版。WiliamHenryMonkにより編集された。
20）イギリスの聖職者，典礼学者。教会音楽に対して強い影響力をもっていた。
21）Heffer,S.VaughanWiliams.p.29．
22）ヴォーン・ウィリアムズ，R.『民族音楽論』塚谷晃弘（訳）雄山閣，1934年，pp.24-28.
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